
静岡県下田市で開催され

たＡＰＯのトップセミナ

ー（１９６３年�月�日）。

■

「

ア

ジ

ア

生

産

性

国

際

会

議

」

を

提

唱

　

日

本

生

産

性

本

部

は

創

設

初

年

度

か

ら

多

く

の

海

外

視

察

団

を

欧

米

に

派

遣

し

た

（

連

載

第

５

回

、

第

６

回

参

照

）

。

そ

し

て

ア

ジ

ア

で

は

真

っ

先

に

生

産

性

運

動

に

邁

進

。

そ

ん

な

日

本

の

姿

に

刺

激

を

受

け

た

の

が

ア

ジ

ア

諸

国

だ

っ

た

。

　

１

９

５

６

年

秋

、

イ

ン

ド

か

ら

生

産

性

視

察

団

（

９

人

）

、

�

年

１

月

に

は

台

湾

か

ら

紡

織

視

察

団

（

�

人

）

を

迎

え

、

そ

れ

ぞ

れ

交

流

。

�

年

１

月

、

日

本

生

産

性

本

部

は

、

ア

ジ

ア

で

の

生

産

性

運

動

の

連

携

に

つ

い

て

討

議

す

る

「

ア

ジ

ア

生

産

性

国

際

会

議

」

の

開

催

を

提

唱

し

た

。

　

提

唱

に

応

じ

た

の

は

ビ

ル

マ

や

カ

ン

ボ

ジ

ア

、

セ

イ

ロ

ン

、

イ

ン

ド

、

ネ

パ

ー

ル

な

ど

�

カ

国

。

同

年

３

月

、

提

唱

国

の

日

本

を

加

え

た

�

カ

国

の

代

表

に

よ

る

同

国

際

会

議

が

東

京

で

開

か

れ

た

。

■

視

察

団

、

研

修

団

の

受

け

入

れ

　

同

年

�

月

、

第

１

回

ア

ジ

ア

生

産

性

委

員

会

を

東

京

で

開

催

。

�

年

４

月

に

は

フ

ィ

リ

ピ

ン

・

マ

ニ

ラ

で

設

立

署

名

会

議

が

開

か

れ

、

「

相

互

の

協

力

に

よ

っ

て

ア

ジ

ア

の

生

産

性

を

向

上

す

る

」

と

い

う

大

目

的

の

下

、

「

ア

ジ

ア

生

産

性

機

構

」

（

Ａ

ｓ

ｉ

ａ

ｎ

Ｐ

ｒ

ｏ

ｄ

ｕ

ｃ

ｔ

ｉ

ｖ

ｉ

ｔ

ｙ

Ｏ

ｒ

ｇ

ａ

ｎ

ｉ

ｚ

ａ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

：

Ａ

Ｐ

Ｏ

）

の

発

足

に

調

印

し

た

。

同

年

５

月

�

日

、

東

京

で

第

１

回

理

事

会

を

開

催

。

加

盟

各

国

の

政

府

ベ

ー

ス

の

国

際

機

関

と

し

て

Ａ

Ｐ

Ｏ

は

正

式

発

足

し

た

。

当

初

の

加

盟

国

は

韓

国

、

中

華

民

国

（

台

湾

）

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

、

タ

イ

、

イ

ン

ド

、

パ

キ

ス

タ

ン

、

ネ

パ

ー

ル

、

日

本

の

８

カ

国

・

地

域

だ

っ

た

（

現

在

は

�

カ

国

・

地

域

）

。

　

ア

ジ

ア

諸

国

か

ら

の

視

察

団

の

受

け

入

れ

が

本

格

化

し

た

の

は

�

年

度

か

ら

。

�

年

度

に

イ

ン

ド

４

チ

ー

ム

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

と

台

湾

各

１

チ

ー

ム

。

�

年

度

�

チ

ー

ム

、

�

年

度

�

チ

ー

ム

、

�

年

度

�

チ

ー

ム

と

続

い

た

。

　

長

期

研

修

団

の

受

け

入

れ

も

�

年

度

か

ら

開

始

。

同

年

度

は

台

湾

か

ら

�

週

間

の

生

産

性

視

察

団

を

２

回

に

わ

た

っ

て

受

け

入

れ

、

�

年

度

は

Ａ

Ｐ

Ｏ

編

成

の

長

期

研

修

団

（

イ

ン

ド

な

ど

６

カ

国

か

ら

�

人

）

を

受

け

入

れ

た

。

　

Ａ

Ｐ

Ｏ

の

ミ

ッ

シ

ョ

ン

は

「

生

産

性

向

上

を

通

じ

て

、

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

域

の

持

続

可

能

な

社

会

経

済

の

発

展

に

貢

献

す

る

」

、

ビ

ジ

ョ

ン

と

し

て

「

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

域

に

お

け

る

包

括

的

で

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

主

導

の

生

産

性

向

上

の

実

現

」

を

掲

げ

る

。

（

※

国

名

は

当

時

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


